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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周辺装置に接続された、前記周辺装置を制御するための情報処理装置のコンピュータで
実行される制御プログラムであって、
　前記周辺装置で実行される、記憶手段に記憶された第１の処理プログラムのバージョン
情報を前記周辺装置に送信するステップと、
　前記周辺装置が有する第２の処理プログラムのバージョン情報と前記送信された第１の
処理プログラムのバージョン情報との比較に基づく送信要求に応じて、前記記憶手段に記
憶された第１の処理プログラムを前記周辺装置に送信するステップとを含み、
　前記第１の処理プログラムのバージョン情報を前記周辺装置に送信するステップは、前
記第１の処理プログラムのバージョン情報とともに前記周辺装置において前記第２の処理
プログラムにより実行されるジョブを送信するステップを含む、処理を実行させる制御プ
ログラム。
【請求項２】
　ネットワークを介して画像形成装置に接続された、前記画像形成装置を使用するための
情報処理装置のコンピュータで実行される制御プログラムであって、
　記憶手段に記憶された、前記画像形成装置において実行される第１の処理プログラムの
バージョン情報を取得するステップと、
　前記取得した第１の処理プログラムのバージョン情報を前記画像形成装置へ送信するス
テップと、
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　前記画像形成装置が有する第２の処理プログラムのバージョン情報と前記送信された第
１の処理プログラムのバージョン情報との比較に基づく前記画像形成装置からの前記第１
の処理プログラムの送信要求を受信すると、前記コンピュータに記憶されている第１の処
理プログラムを前記画像形成装置へ送信するステップとを含み、
　前記第１の処理プログラムのバージョン情報を前記画像形成装置へ送信するステップは
、前記第１の処理プログラムのバージョン情報とともに前記画像形成装置において前記第
２の処理プログラムにより実行されるジョブを送信するステップを含む、処理を実行させ
る制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、制御プログラムに関し、特に、周辺装置に接続された情報処理装置で実行さ
れる制御プログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータ（以下、「パソコン」という）とプリンタ等の周辺機器とは、そ
れぞれがネットワークに接続されて使用されることが多い。この接続形態では、複数のパ
ソコンで周辺機器を共有することができる。このような接続形態においても、パソコンと
周辺機器とをネットワークを利用せずに直接接続する場合と同様に、パソコンには周辺機
器を制御するための制御プログラムが搭載され、周辺機器ではパソコンから受信した実行
ジョブを実行するための処理プログラムが搭載される。周辺機器がプリンタの場合には、
制御プログラムはプリンタドライバプログラムであり、処理プログラムはプリントジョブ
を実行してラスタデータを生成するラスタライザプログラムである。
【０００３】
一方、パソコンに制御プログラムがインストールされた後に、制御プログラムがバージョ
ンアップされた場合には、すべてのパソコンにバージョンアップ後の制御プログラムを搭
載するのが好ましい。また、処理プログラムがバージョンアップされた場合には、プリン
タにバージョンアップ後の処理プログラムを搭載するのが好ましい。これらのバージョン
アップされた制御プログラムのパソコンへのインストール、または、処理プログラムのプ
リンタへのインストールは、主にユーザに任せられている。
【０００４】
制御プログラムと処理プログラムとをインターネット上のウェブ（Web）サーバからダウ
ンロードしてそれぞれインストールする印刷システムが、特開２００１－２７９４０号公
報（特許文献１）に記載されている。特許文献１に記載の印刷システムによれば、プリン
タからインターネット上のウェブサーバにアクセスして最新バージョンの制御プログラム
および処理プログラムをダウンロードする。そして、制御プログラムをパソコンにインス
トールし、処理プログラムをプリンタにインストールする。
【０００５】
【特許文献１】
特開２００１－２７９４０号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１における印刷システムにおいては、プリンタ側からパソコンに最新バージョン
の制御プログラムを送信する。このため、プリンタ側から、ウェブサーバおよびパソコン
にアクセスするために、ウェブサイトとパソコンのネットワークアドレスをプリンタに記
憶させておく必要がある。ネットワークアドレスが記憶されていないパソコンには、制御
プログラムを送信することができないといった問題があった。
【０００７】
この発明は上述した問題点を解決するためになされたもので、この発明の目的の１つは、
周辺装置で実行される処理プログラムを容易に更新することが可能な制御プログラムを提
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供することである。
【０００８】
この発明の他の目的は、制御プログラムが変更されたことをユーザに知らせることが可能
な制御プログラムを提供することである。
【０００９】
この発明のさらに他の目的は、制御プログラムを容易に更新することが可能な制御プログ
ラムを提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上述した目的を達成するためにこの発明のある局面によれば、制御プログラムは、周辺
装置に接続された、周辺装置を制御するための情報処理装置のコンピュータで実行される
制御プログラムであって、周辺装置で実行される、記憶手段に記憶された第１の処理プロ
グラムのバージョン情報を周辺装置に送信するステップと、周辺装置が有する第２の処理
プログラムのバージョン情報と送信された第１の処理プログラムのバージョン情報との比
較に基づく送信要求に応じて、記憶手段に記憶された第１の処理プログラムを周辺装置に
送信するステップとを含む。第１の処理プログラムのバージョン情報を周辺装置に送信す
るステップは、第１の処理プログラムのバージョン情報とともに周辺装置において第２の
処理プログラムにより実行されるジョブを送信するステップを含む。
【００１１】
この発明に従えば、制御プログラムは、周辺装置に接続された情報処理装置で実行される
と、情報処理装置に記憶されている処理プログラムのバージョン情報を周辺装置に送信さ
せ、周辺装置からの送信要求に応じて、処理プログラムを送信させる。このため、周辺装
置では、情報処理装置に記憶されている処理プログラムのバージョンと、周辺装置に記憶
している処理プログラムのバージョンとを比較することができる。そして、周辺装置にお
いて処理プログラムを更新する必要がある場合には、情報処理装置から処理プログラムが
送信される。このため、情報処理装置に最新バージョンの処理プログラムを記憶しておけ
ば、周辺装置で実行される処理プログラムが最新のものに更新される。その結果、周辺装
置で実行される処理プログラムを容易に更新することが可能な制御プログラムを提供する
ことができる。
【００１２】
　この発明の他の局面によれば、制御プログラムは、ネットワークを介して画像形成装置
に接続された、画像形成装置を使用するための情報処理装置のコンピュータで実行される
制御プログラムであって、記憶手段に記憶された、画像形成装置において実行される第１
の処理プログラムのバージョン情報を取得するステップと、取得した第１の処理プログラ
ムのバージョン情報を画像形成装置へ送信するステップと、画像形成装置が有する第２の
処理プログラムのバージョン情報と送信された第１の処理プログラムのバージョン情報と
の比較に基づく画像形成装置からの第１の処理プログラムの送信要求を受信すると、コン
ピュータに記憶されている第１の処理プログラムを画像形成装置へ送信するステップとを
含む。第１の処理プログラムのバージョン情報を画像形成装置へ送信するステップは、第
１の処理プログラムのバージョン情報とともに画像形成装置において第２の処理プログラ
ムにより実行されるジョブを送信するステップを含む。
【００１９】
この発明に従えば、情報処理装置が実行ジョブを周辺装置に送信する際に、バージョン情
報が送信される。このため、実行ジョブを送信する際に、処理プログラムまたは制御プロ
グラムの更新を開始することができる。その結果、情報処理装置と周辺装置との間の通信
に既存のプロトコルを採用することができ、特別な通信プロトコルを必要としない。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。以下の説明では、同一の部品
には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがってそれら
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についての詳細な説明は繰返さない。
【００２１】
［第１の実施の形態］
図１は、本発明の第１の実施の形態における印刷システムの全体概要を示すブロック図で
ある。図１を参照して、印刷システムは、３台のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）１Ａ，
１Ｂ，１Ｃと、コントローラ２とプリンタエンジン３とを含む。ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃと
、コントローラ２とはローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）４にそれぞれが接続されて
いる。したがって、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃは、コントローラ２との間でデータの送受信を
行なうことが可能である。コントローラ２とプリンタエンジン３とは専用線で接続されて
いる。コントローラ２は、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃのいずれかから受信した印刷ジョブをプ
リンタエンジン３に送信するためのラスタデータに変換する。この変換処理は、通常コン
トローラ２にインストールされているラスタライザプログラムが実行されることにより行
なわれる。
【００２２】
コントローラ２は、印刷ジョブが変換されたラスタデータをプリンタエンジン３に送信す
る。プリンタエンジン３では、コントローラ２から受信されたラスタデータに基づいて、
紙などの記録媒体に画像を形成する。
【００２３】
クライアントＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃは、外部記憶装置を備え、記録媒体５に記録された制
御プログラムであるプリンタドライバプログラム１１を読取り、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃに
内蔵された中央演算装置（ＣＰＵ）において読取ったプリンタドライバプログラムを実行
する。記録媒体５は、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc-Read Only Memory）、ＦＤ（Flexibl
e Disk）などの記録媒体である。一般的に、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃで実行されるプリンタ
ドライバプログラム１１は、記録媒体５に記録されて流通する。そして、ＰＣ１Ａ，１Ｂ
，１Ｃが備えるＣＤ－ＲＯＭドライブまたはＦＤドライブにより読取られ、ＰＣ１Ａ，１
Ｂ，１Ｃが備えるハードディスクに不揮発的に記憶される。ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃでは、
ハードディスクに記憶されたプリンタドライバプログラム１１をランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）に読取り、ＣＰＵで実行する。これにより、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃそれぞれの
ＣＰＵにプリンタドライバが形成される。プリンタドライバプログラム１１は、コントロ
ーラ２を制御するためのプログラムであり、ＣＰＵで実行されるとコントローラ２に対応
した印刷ジョブを生成する。
【００２４】
このように、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃに、プリンタドライバプログラム１１を記憶させてＣ
ＰＵで実行可能な状態におくことを、インストールという。コントローラ２へのラスタラ
イザプログラム１０のインストールも同様であるので、ここでは説明を繰返さない。
【００２５】
ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃそれぞれにプリンタドライバプログラム１１がインストールされて
プリンタドライバが形成され、コントローラ２にラスタライザプログラム１０がインスト
ールされてラスタライザが形成される。ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃに形成されたプリンタドラ
イバで生成される印刷ジョブは、コントローラ２に形成されたラスタライザにより解釈さ
れ、ラスタデータに変換される。ＰＣ１Ａに形成されたプリンタドライバにより生成され
た印刷ジョブは、コントローラ２にＬＡＮ４を介して送信され、コントローラ２で受信さ
れる。このため、プリンタドライバプログラム１１とラスタライザプログラム１０とは、
機能上密接な関係を有する。
【００２６】
上述したようにＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃは、一般的なパーソナルコンピュータである。その
ハード構成および動作は周知であるので、ここではその詳細な説明は繰返さない。
【００２７】
なお、記録媒体５としては、ＣＤ－ＲＯＭ、ＦＤ、ハードディスクに限られず、磁気テー
プ、カセットテープ、光ディスク（ＭＯ（Magnetic Optical Disk）／ＭＤ（Mini Disk）
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／ＤＶＤ（Digital Versatile Disk））、ＩＣカード（メモリカードを含む）、光カード
、マスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュＲＯＭなどの半導体メモリを含
む。
【００２８】
また、ここでいうプログラムとは、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１ＣのＣＰＵにより直接実行可能な
プログラムだけでなく、ソースプログラム形式のプログラム、圧縮処理されたプログラム
、暗号化されたプログラム等を含む概念である。
【００２９】
なお、図１では、３台のＰＣ１Ａ，１Ｂ，１ＣがＬＡＮ４に接続されている例を示したが
、台数はこれに限られず、１台以上あればよい。また、コントローラ２およびプリンタエ
ンジン３の台数もこれに限られず、複数台あってもよい。さらに、コントローラ２とプリ
ンタエンジン３とを別体の装置として示したが、コントローラ２とプリンタエンジン３と
を一体に形成した画像形成装置とすることもできる。このような画像形成装置は、ＰＣ１
Ａ，１Ｂ，１Ｃの周辺装置であり、プリンタに限られず、ファクシミリ、プリンタ、複写
機を組合せたマルチファンクションプロダクト（ＭＦＰ）などであってもよい。また、接
続は、ＬＡＮケーブルによる接続に限らず、無線ＬＡＮなどの無線方式でＬＡＮに接続す
るようにしてもよい。
【００３０】
ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃにそれぞれインストールされているプリンタドライバプログラム１
１は、バージョン１．０である。また、コントローラ２にインストールされているラスタ
ライザプログラム１０は、バージョン１．０である。一般的に、プログラムは新規機能追
加等により改良されるものであり、改良されるごとにバージョン情報が付加される。この
バージョン情報を見ることにより、プログラムの新旧を判断することができる。
【００３１】
本実施の形態における印刷システムは、コントローラ２にインストールされているラスタ
ライザプログラム１０が改良された場合に、コントローラ２にその改良された新たなバー
ジョンのラスタライザプログラムをインストールする。これを説明するため、図１に示す
ように、ＰＣ１Ａに、新しいバージョン１．１のラスタライザプログラム１０Ａが記録媒
体５から読取られ、ＰＣ１Ａのハードディスクに記録された場合について説明する。
【００３２】
図２は、第１の実施の形態における印刷システムでのラスタライザプログラム更新処理の
概要を示す図である。図２では、ＰＣ１Ａで実行される処理、コントローラ２で実行され
る処理、プリンタエンジン３で実行される処理をそれぞれ別々に示し、ＰＣ１Ａとコント
ローラ２との間で送受信されるデータ、コントローラ２とプリンタエンジン３との間で送
受信されるデータを示している。
【００３３】
図２を参照して、ＰＣ１Ａから、コントローラ２へプリントジョブ３１が送信される（Ｓ
１０１）。プリントジョブ３１には、ヘッダ３２が付加されて送信される。このプリント
ジョブ３１は、コントローラ２およびプリンタエンジン３で実行される実行ジョブである
。ヘッダ３２には、ＰＣ１Ａが記憶するプリンタドライバプログラム１１のバージョン情
報（バージョン１．０）と、ラスタライザプログラム１０Ａのバージョン情報（バージョ
ン１．１）が含まれる。プリントジョブ３１およびヘッダ３２は、ＰＣ１Ａからコントロ
ーラ２に対してプリントジョブを送信する際に、従来用いられるプロトコルを用いて送信
される。
【００３４】
コントローラ２では、ヘッダに含まれるラスタライザプログラム１０Ａのバージョン情報
（バージョン１．１）と、コントローラ２が既に記憶しているラスタライザプログラム１
０のバージョン情報（バージョン１．０）とを比較して、既に記憶しているラスタライザ
プログラム１０のバージョンが古い場合には、要求信号３３をＰＣ１Ａに送信する（Ｓ１
０２）。要求信号３３は、送信を要求するラスタライザプログラム１０Ａの名称とそのバ
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ージョン情報（バージョン１．１）および送信を要求するコマンドを含み、バージョン１
．１のラスタライザプログラム１０Ａの送信を要求する信号である。
【００３５】
ＰＣ１Ａでは、要求信号３３を受信すると、ハードディスクに記憶しているラスタライザ
プログラム１０Ａをコントローラ２へ送信する（Ｓ１０３）。ラスタライザプログラム１
０Ａは、ヘッダ３４が付加されて送信される。このヘッダ３４には、ラスタライザプログ
ラム１０Ａのバージョン情報（バージョン１．１）と、ラスタライザプログラム１０Ａを
送信することを示すコマンド（download）とが含まれる。
【００３６】
このときＰＣ１Ａからコントローラ２へラスタライザプログラム１０Ａを送信するときの
プロトコルは、プリントジョブを送信する際に、従来用いられているプロトコルが用いら
れる。プリントジョブを送信する際のプロトコルを用いて、ヘッダ３４にラスタライザプ
ログラム１０Ａを送信することを示すコマンド（download）およびラスタライザプログラ
ム１０Ａのバージョン情報を含め、プリントジョブに代えてラスタライザプログラム１０
Ａを送信するものである。このため、コントローラ２では、従来のプロトコルでラスタラ
イザプログラム１０Ａを受信することができ、ヘッダ３４からプリントジョブ３１でない
ことを判別できるため、ラスタライザプログラム１０Ａを印刷する処理を禁止することが
できる。また、ヘッダ４４に含まれるコマンドに従って、受信されたラスタライザプログ
ラム１０Ａをインストールすることが可能となる。
【００３７】
コントローラ２では、インストールされているラスタライザプログラム１０Ａを実行して
、Ｓ１０１において受信したプリントジョブ３１をラスタデータに変換して送信する（Ｓ
１０４Ａ，Ｓ１０４Ｂ）。これによりラスタデータであるイメージデータ３５，３６が、
プリンタエンジン３に送信される。プリンタエンジン３では、受信したイメージデータ３
５，３６にしたがって、紙などの記録媒体に画像を形成する処理を実行する。
【００３８】
図３は、第１の実施の形態におけるＰＣで実行される処理の流れを示すフローチャートで
ある。ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃそれぞれで実行される処理は同じなので、ここではＰＣ１Ａ
で実行される処理を例に説明する。図３に示す処理は、ＰＣ１Ａでプリンタドライバプロ
グラム１１が実行されることにより行なわれる処理である。
【００３９】
図３を参照して、ＰＣ１Ａは、まず、新しいバージョン１．１のラスタライザプログラム
１０Ａを記録媒体５から読取り、ハードディスクに記録する（ステップＳ０１）。この処
理は、ＰＣ１Ａのユーザの指示によりなされる。本実施の形態における印刷システムにお
いては、ユーザの行う作業は、ＰＣ１Ａを操作して、新しいバージョン１．１のラスタラ
イザプログラム１０Ａを記録媒体５から読取らせて、ＰＣ１Ａのハードディスクに記憶さ
せるステップＳ０１の処理のみである。
【００４０】
ＰＣ１Ａにインストールされているプリンタドライバプログラム１１は、ＰＣ１Ａで実行
されると、ハードディスクの所定の位置に記憶されているラスタライザプログラム１０Ａ
を認識する。所定の位置は、たとえばプリンタドライバプログラム１１が記憶されている
のと同じフォルダとすることができる。または、同じフォルダ内に下位フォルダを作成し
たり、別途専用のフォルダを作成し、そこに記憶するようにしてもよい。また、ラスタラ
イザプログラム１０Ａをハードディスクの所定の位置に記憶させるのに代えて、ユーザが
ＰＣ１Ａで実行されるプリンタドライバプログラム１１に、ラスタライザプログラム１０
Ａが記憶されている位置を指示するようにしてもよい。これは、プリンタドライバプログ
ラム１１を実行するＰＣ１Ａに、設定画面を出力させ、その設定画面にラスタライザの記
憶された位置およびバージョンの入力を受付けるようにすることで実現できる。これによ
り、ＰＣ１Ａで実行されるプリンタドライバプログラム１１は、ＰＣ１Ａのハードディス
クのどのアドレスにラスタライザプログラム１０Ａが記憶されているのかを知ることがで
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きるとともに、そのラスタライザプログラム１０Ａのバージョン情報を得ることができる
。
【００４１】
次に、プリントジョブを出力させるための指示があったか否かが判断される（ステップＳ
０２）。プリントジョブは、ＰＣ１Ａで実行される文書作成プログラム等のアプリケーシ
ョンプログラムが出力するデータに基づき生成される。ユーザがＰＣ１Ａを操作して、実
行されるアプリケーションプログラムに印刷を指示した場合に、そのアプリケーションプ
ログラムで生成されたデータが、プリンタドライバプログラム１１に出力される。プリン
タドライバプログラム１１では、アプリケーションプログラムからのデータの受信により
、プリントジョブの出力指示があったものと判断される。プリントジョブの出力指示があ
った場合にはステップＳ０３へ進み、そうでない場合には待機状態となる。
【００４２】
ステップＳ０３では、プリントジョブの作成が行なわれる。そして、ＰＣ１Ａに記憶され
ているラスタライザプログラム１０Ａのバージョン情報と、プリンタドライバプログラム
１１のバージョン情報とが取得される（ステップＳ０４）。このラスタライザプログラム
１０Ａのバージョン情報は、ステップＳ０１で設定された情報である。プリンタドライバ
プログラム１１のバージョン情報は、プリンタドライバプログラム１１自身が有する。
【００４３】
そして次のステップＳ０５では、ラスタライザプログラム１０Ａのバージョン情報と、プ
リンタドライバプログラムのバージョン情報とを含むヘッダとプリントジョブとをコント
ローラ２へ送信する。
【００４４】
そして、コントローラ２により、ラスタライザの送信を要求する要求信号３３が受信され
たか否かが判断される（ステップＳ０６）。要求信号が受信された場合にはステップＳ０
７に進み、そうでない場合にはステップＳ０７をスキップして処理を終了する。ステップ
Ｓ０７では、ラスタライザプログラム１０Ａを送信することを示すコマンド（download）
を含むヘッダとラスタライザプログラム１０Ａとをコントローラ２へ送信する。
【００４５】
図４は、第１の実施の形態におけるコントローラ２で実行される処理の流れを示すフロー
チャートである。図４を参照して、ＰＣ１Ａよりプリントジョブが受信されたか否かが判
断される（ステップＳ２１）。受信された場合にはステップＳ２２へ進み、そうでない場
合には待機状態となる。ステップＳ２２では、受信されたデータからヘッダを取得する。
そして、取得したヘッダから、ラスタライザプログラム１０Ａのバージョン情報（バージ
ョン１．１）を取得する（ステップＳ２３）。
【００４６】
次のステップＳ２４では、ステップＳ２３で取得されたラスタライザプログラム１０Ａの
バージョン情報（バージョン１．１）と、コントローラ２で記憶しているラスタライザプ
ログラム１０のバージョン情報（バージョン１．０）とを比較し、コントローラ２で記憶
しているラスタライザプログラム１０が古いと判断した場合にはステップＳ２５へ進み、
そうでない場合にはステップＳ２８へ進む。
【００４７】
ステップＳ２５では、最新のバージョンのラスタライザプログラム１０Ａの送信を要求す
る要求信号３３をＰＣ１Ａに送信する。そして、最新のバージョンのラスタライザプログ
ラム１０Ａを受信する（ステップＳ２６）。ステップＳ２６では、ラスタライザプログラ
ム１０Ａとともにヘッダ３４が受信される。ヘッダにはラスタライザプログラム１０Ａを
ダウンロードすることを示すコマンド（Download）が含まれるため、受信されたラスタラ
イザプログラム１０Ａがプリントジョブでないことが判別されるとともに、受信されたラ
スタライザプログラム１０Ａをインストールすることが可能となる。
【００４８】
そして、コントローラ２に記憶されているラスタライザプログラム１０を受信した最新の
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バージョンのラスタライザプログラム１０Ａと置き換えることにより更新する（ステップ
Ｓ２７）。これにより、最新のバージョンのラスタライザプログラム１０Ａがインストー
ルされる。
【００４９】
次のステップＳ２８では、コントローラ２では、インストールされたラスタライザプログ
ラム１０Ａを実行して、Ｓ２１において受信したプリントジョブをラスタデータに変換し
て、プリンタエンジン３に送信する。これによりラスタデータであるイメージデータ３５
，３６が、プリンタエンジン３に送信される。プリンタエンジンでは、受信したイメージ
データ３５，３６にしたがって、紙などの記録媒体に画像を形成する処理を実行する。
【００５０】
なお、ステップＳ２８をステップＳ２１の直後に実行するようにしてもよい。そうするこ
とで、プリンタエンジン３にイメージデータ３５，３６が即座に送信されるので、プリン
トされる時間を短くすることができる。この場合には、ステップＳ２８では、既に記憶さ
れているラスタライザプログラム１０を実行して、Ｓ２１において受信したプリントジョ
ブをラスタデータに変換して、プリンタエンジン３に送信することになる。
【００５１】
以上説明したように、本実施の形態における印刷システムにおいては、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，
１Ｃのいずれかにおいて、最新バージョンのラスタライザプログラム１０Ａをプリンタド
ライバプログラム１１に設定すれば、そのＰＣからプリントジョブが送信される際に、コ
ントローラ２のラスタライザプログラムが更新される。このため、コントローラ２へ最新
バージョンのラスタライザプログラムを容易にインストールすることができる。
【００５２】
また、コントローラ２にラスタライザプログラムを直接インストールする必要がない。さ
らに、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃとコントローラ２との間の通信は、プリントジョブ送信のた
めの従来のプロトコルが用いられるので、新たなプロトコルを用いる必要がない。
【００５３】
［第２の実施の形態］
図５は、第２の実施の形態における印刷システムの全体概要を示すブロック図である。第
２の実施の形態における印刷システムでは、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃのプリンタドライバプ
ログラムの更新を可能とするものである。第２の実施の形態における印刷システムでは、
ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃのいずれかでプリンタドライバプログラムが新しいバージョンに更
新されると、他のＰＣでもプリンタドライバプログラムが最新のバージョンに更新される
。
【００５４】
第１の実施の形態における印刷システムと異なる点は、コントローラ２がプリンタドライ
バプログラム１１を記憶する点である。ここでは、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃおよびコントロ
ーラ２に、バージョン１．０のプリンタドライバプログラム１１が記憶されている状態か
ら、ＰＣ１Ａにバージョン１．１のプリンタドライバプログラム１１Ａがインストールさ
れた場合を例に説明する。バージョン１．１のプリンタドライバプログラム１１Ａは、バ
ージョン１．０のプリンタドライバプログラム１１よりも新しいバージョンである。
【００５５】
図６および図７は、第２の実施の形態における印刷システムでのプリンタドライバ更新処
理の概要を示す図である。図６は、バージョン１．１のプリンタドライバプログラム１１
ＡがインストールされたＰＣ１Ａからコントローラ２にプリンタドライバプログラム１１
Ａが送信される処理を示す。図６では、ＰＣ１Ａで実行される処理、コントローラ２で実
行される処理、プリンタエンジン３で実行される処理をそれぞれ別々に示し、ＰＣ１Ａと
コントローラ２との間で送受信されるデータ、コントローラ２とプリンタエンジン３との
間で送受信されるデータを示している。
【００５６】
図６を参照して、ＰＣ１Ａにおいて、プリントジョブ３１がコントローラ２へ送信される
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（Ｓ１１１）。この際、プリントジョブ３１にはプリンタドライバプログラム１１Ａのバ
ージョン情報を含むヘッダ４２が付加されて送信される。コントローラ２では、プリント
ジョブ３１を受信すると、ヘッダ４２に含まれるプリンタドライバプログラム１１Ａのバ
ージョン情報（バージョン１．１）と、コントローラ２に予め記憶しているプリンタドラ
イバプログラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）とを比較し、予め記憶してい
るプリンタドライバプログラム１１が古い場合には、プリンタドライバプログラム１１Ａ
の送信を要求する要求信号４３をＰＣ１Ａに送信する（Ｓ１１２）。要求信号４３は、送
信を要求するプリンタドライバプログラム１１Ａの名称とそのバージョン情報（バージョ
ン１．１）および送信を要求するコマンドを含み、バージョン１．１のプリンタドライバ
プログラム１１Ａの送信を要求する信号である。
【００５７】
ＰＣ１Ａは、要求信号４３を受信すると、バージョン１．１のプリンタドライバプログラ
ム１１Ａをコントローラ２へ送信する（Ｓ１１３）。プリンタドライバプログラム１１Ａ
は、プリンタドライバプログラムを送信する旨を示すコマンド（download）を含むヘッダ
４４が付加されて送信される。このヘッダ４４には、プリンタドライバプログラム１１Ａ
のバージョン情報（バージョン１．１）と、プリンタドライバプログラム１１Ａを送信す
ることを示すコマンド（download）が含まれる。
【００５８】
ＰＣ１Ａからコントローラ２へプリンタドライバプログラム１１Ａを送信するときのプロ
トコルは、プリントジョブを送信する際に、従来用いられているプロトコルが用いられる
。プリントジョブを送信する際のプロトコルを用いて、ヘッダ４４にプリンタドライバプ
ログラム１１Ａを送信することを示すコマンド（download）およびプリンタドライバプロ
グラム１１Ａのバージョン情報を含め、プリントジョブに代えてプリンタドライバプログ
ラム１１Ａを送信するものである。このため、コントローラ２では、従来のプロトコルで
プリンタドライバプログラム１１Ａを受信することができる。また、ヘッダ４４からプリ
ントジョブ３１でないことを判別できるため、プリンタドライバプログラム１１Ａを印刷
する処理を禁止することができる。また、ヘッダ４４に含まれるコマンドに従って、受信
されたプリンタドライバプログラム１１Ａを記憶することが可能となる。
【００５９】
コントローラ２では、既にインストールされているラスタライザプログラム１０を実行し
て、Ｓ１１１において受信したプリントジョブ３１をラスタデータに変換して送信する（
Ｓ１１４Ａ，Ｓ１１４Ｂ）。これによりラスタデータであるイメージデータ３５，３６が
、プリンタエンジン３に送信される。プリンタエンジン３では、受信したイメージデータ
３５，３６にしたがって、紙などの記録媒体に画像を形成する処理を実行する。
【００６０】
図７は、バージョン１．１のプリンタドライバプログラム１１Ａが記憶されたコントロー
ラ２からＰＣ１Ｂ，１Ｃにプリンタドライバプログラム１１Ａが送信される処理を示す。
図７では、ＰＣ１Ｂ，１Ｃで実行される処理、コントローラ２で実行される処理、プリン
タエンジン３で実行される処理をそれぞれ別々に示し、ＰＣ１Ｂ，１Ｃとコントローラ２
との間で送受信されるデータ、コントローラ２とプリンタエンジン３との間で送受信され
るデータを示している。
【００６１】
ＰＣ１ＢとＰＣ１Ｃとで実行される処理は同様なので、ここではＰＣ１Ｂで実行される処
理を例に説明する。図７を参照して、ＰＣ１Ｂでは、プリントジョブ３１をコントローラ
２へ送信する（Ｓ１２１）。この際、プリントジョブ３１は、ＰＣ１Ｂにインストールさ
れているプリンタドライバプログラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）を含む
ヘッダ５２が付加されて送信される。
【００６２】
コントローラ２では、プリントジョブ３１を受信すると、ヘッダ５２に含まれるプリンタ
ドライバプログラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）と、コントローラ２に予
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め記憶しているプリンタドライバプログラム１１Ａのバージョン情報（バージョン１．１
）とを比較し、ヘッダ５２に含まれるプリンタドライバプログラム１１のバージョン情報
が古い場合には、応答信号４５をＰＣ１Ｂに送信する（Ｓ１２２）。図６において説明し
たように、コントローラ２には、ＰＣ１Ａからダウンロードしたバージョン１．１のプリ
ンタドライバプログラム１１Ａが記憶されている。一方、ＰＣ１Ｂには、インストールさ
れているプリンタドライバプログラムはバージョン１．０である。このため、ＰＣ１Ｂに
は、応答信号４５が送信される。この応答信号４５は、コントローラに記憶されているプ
リンタドライバプログラム１１Ａの名称とそのバージョン情報（バージョン１．１）およ
び警告を示すコマンド（Ｗａｒｎｉｎｇ）を含み、ＰＣ１Ｂにインストールされているプ
リンタドライバプログラム１１が古いバージョンであることを示す信号、または、インス
トールするべき新しいバージョンのプリンタドライバプログラム１１Ａを指定する信号で
ある。
【００６３】
一方、コントローラ２は、Ｓ１２１で受信したプリントジョブ３１に基づいて、ラスタデ
ータであるイメージデータ３５，３６を生成し、生成したイメージデータをプリンタエン
ジン３に出力する（Ｓ１２３Ａ，Ｓ１２３Ｂ）。
【００６４】
その後、コントローラ２は、ＰＣ１Ｂに対して、バージョン１．１のプリンタドライバプ
ログラム１１Ａを送信する（Ｓ１２４）。ＰＣ１Ｂでは、受信したバージョン１．１のプ
リンタドライバプログラム１１Ａを既に記憶しているバージョン１．０のプリンタドライ
バプログラム１１と置き換えることにより更新する。これにより、ＰＣ１Ｂでは、プリン
トジョブを送信すると、最新バージョンのプリンタドライバプログラムがＰＣ１Ｂにイン
ストールされることになる。
【００６５】
図８は、第２の実施の形態における印刷システムでのプリンタドライバプログラム更新処
理を実行した後の状態を示す図である。図８は、ＰＣ１Ａにバージョン１．１のプリンタ
ドライバプログラム１１Ａがインストールされた後プリントジョブの送信が行なわれ、そ
の後ＰＣ１Ｂ，１Ｃでそれぞれプリントジョブの送信が行なわれた後の状態を示す。図８
を参照して、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃのいずれにもバージョン１．１のプリンタドライバプ
ログラム１１Ａがインストールされる。また、コントローラ２にもバージョン１．１のプ
リンタドライバプログラム１１Ａが記憶さる。
【００６６】
図９は、第２の実施の形態におけるＰＣで実行される処理流れを示すフローチャートであ
る。図９では、図３に示したのと同じ処理に付いては同じ符号を付している。ここでは、
図３で説明したのと異なる点を主に説明する。
【００６７】
ステップＳ０６において、コントローラ２よりラスタライザプログラム１０Ａの送信を要
求する要求信号３３が受信されたか否かが判断され、受信された場合にはステップＳ０７
へ進み、ない場合にはステップＳ０８に進む。
【００６８】
ステップＳ０８では、コントローラ２よりプリンタドライバプログラム１１Ａの送信を要
求する要求信号４３が受信されたか否かが判断される。要求信号４３が受信された場合に
はステップＳ０９に進み、そうでない場合にはステップＳ１０へ進む。
【００６９】
ステップＳ０９では、ヘッダ４４とバージョン１．１のプリンタドライバプログラム１１
Ａをコントローラ２へ送信する。ヘッダ４４にはプリンタドライバプログラムを送信する
旨を示すコマンド（download）を含む。
【００７０】
ステップＳ０８において、要求信号４３を受信する場合は、コントローラ２に記憶されて
いるプリンタドライバプログラム１１のバージョンが、ＰＣ１Ａにインストールされてい
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るプリンタドライバプログラム１１Ａのバージョンよりも古い場合である。このため、ス
テップＳ０９で、最新バージョンのプリンタドライバプログラム１１Ａをコントローラ２
へ送信することにより、コントローラ２には、最新バージョンのプリンタドライバプログ
ラムが記憶されることになる。
【００７１】
一方、ステップＳ１０では、応答信号４５が受信されたか否かが判断される。応答信号４
５は、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃにインストールされているプリンタドライバプログラムのバ
ージョンが、コントローラ２に記憶されているプリンタドライバプログラムのバージョン
よりも古い場合に受信される信号である。したがって、応答信号４５を受信した場合には
ステップＳ１１において、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃにおいて現在インストールされているプ
リンタドライバプログラムのバージョンが古いことを示す警告メッセージを含む画面が表
示される。
【００７２】
図１０は、この警告画面の一例を示す図である。図１０を参照して、警告画面には、「コ
ントローラに新しいversionのPrinter Driverが存在してします。更新して下さい。」の
メッセージと、「する」および「しない」の文字が表示されたボタンが表示されている。
ここで、ユーザがマウス等のポインティングデバイスを用いて「する」のボタンを指示す
ると、新しいバージョンのプリンタドライバプログラムをダウンロードする指示が受付け
られる。
【００７３】
図９に戻って、ステップＳ１２で、ダウンロード指示が受付けられたか否かが判断される
。ダウンロード指示が受付けられた場合にはステップＳ１３へ進み、そうでない場合には
処理を終了する。
【００７４】
ステップＳ１３では、コントローラ２より最新バージョンのプリンタドライバプログラム
１１Ａが受信され、受信したプリンタドライバプログラム１１Ａを既に記憶しているプリ
ンタドライバプログラムと置き換えることにより更新する（ステップＳ１４）。
【００７５】
以上説明したように、第２の実施の形態における印刷システムにおいては、ＰＣ１Ａ，１
Ｂ，１Ｃのいずれかに最新バージョンのプリンタドライバプログラム１１Ａをインストー
ルすることにより、他のＰＣでプリントジョブを送信する際に、既にインストールしてい
るプリンタドライバプログラム１１のバージョンが古いことを示す警告メッセージが表示
される。このため、そのユーザは、最新バージョンのプリンタドライバをインストールす
る必要があることを認識することができる。その警告メッセージが表示された画面におい
て、ダウンロードを指示することにより、最新バージョンのプリンタドライバプログラム
１１Ａに更新することができる。
【００７６】
このため、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃのいずれかに最新バージョンのプリンタドライバプログ
ラム１１Ａをインストールするだけで、他のＰＣに容易に最新バージョンのプリンタドラ
イバプログラム１１Ａをインストールすることができる。
【００７７】
図１１は、第２の実施の形態におけるコントローラ２で実行される処理の流れを示すフロ
ーチャートである。図１１では、図４に示した処理と同じ処理については同じ記号を付し
てある。ここでは図４と異なる処理について説明する。
【００７８】
図１１を参照して、ステップＳ２３Ａでは、コントローラ２に記憶されているラスタライ
ザプログラム１０Ａのバージョン情報（バージョン１．１）と、プリンタドライバプログ
ラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）とが取得される。
【００７９】
そして、ステップＳ２４においては、ステップＳ２２で取得されたヘッダに含まれるラス
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タライザプログラムのバージョン情報と、ステップＳ２３Ａで取得されたラスタライザプ
ログラムのバージョン情報とが比較される。すなわち、コントローラ２に記憶されている
ラスタライザプログラムのバージョン情報と、プリントジョブを送信したＰＣに記憶され
ているラスタライザプログラムのバージョン情報とが比較されることになる。
【００８０】
ステップＳ２９では、ステップＳ２３Ａで取得されたプリンタドライバプログラム１１の
バージョン情報（バージョン１．０）と、ステップＳ２２で取得されたヘッダに含まれる
プリンタドライバプログラム１１Ａのバージョン情報（バージョン１．１）とが比較され
、ステップＳ２３Ａで取得されたバージョン情報がステップＳ２２で取得されたバージョ
ン情報より古い場合にはステップＳ３０に進み、新しい場合にはステップＳ３３に進み、
同じ場合はステップＳ２８に進む。すなわち、コントローラ２に記憶しているプリンタド
ライバプログラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）と、プリントジョブを送信
したＰＣに記憶されているプリンタドライバプログラム１１Ａのバージョン情報（バージ
ョン１．１）とが比較される。そして、コントローラ２に記憶されているプリンタドライ
バプログラムのバージョンが古い場合には、プリントジョブを送信したＰＣに対して、要
求信号４３が送信される（ステップＳ３０）。そして、ＰＣから最新バージョンのプリン
タドライバプログラム１１Ａが受信され（ステップＳ３１）、コントローラ２に記憶して
いるプリンタドライバプログラム１１をステップＳ３１で受信したプリンタドライバプロ
グラム１１Ａと置き換えることにより更新する（ステップＳ３２）。これにより、コント
ローラ２には、最新バージョンのプリンタドライバプログラムが記憶されることになる。
【００８１】
ステップＳ２９において、コントローラ２に記憶されているプリンタドライバのバージョ
ンが、プリントジョブを送信したＰＣにインストールされているプリンタドライバのバー
ジョンよりも新しいとされた場合には、プリントジョブを送信したＰＣに対して応答信号
４５が送信される（ステップＳ３３）。この応答信号４５は、上述したように、ＰＣにイ
ンストールされているプリンタドライバプログラムが古いバージョンであることを示す信
号、または、インストールするべき新しいバージョンのプリンタドライバプログラム１１
Ａを指定する信号である。
【００８２】
ステップＳ３４では、そのＰＣからプリンタドライバプログラムの送信要求が受信された
か否かが判断され、受信された場合にはステップＳ３５に進み、そうでない場合には処理
を終了する。ステップＳ３５では、コントローラ２に記憶されているプリンタドライバプ
ログラム１１Ａをプリントジョブを送信したＰＣに送信する。
【００８３】
このように、第２の実施の形態における印刷システムにおいては、ＰＣ１Ａに最新バージ
ョンのプリンタドライバプログラム１１Ａをインストールした後プリントジョブを送信す
れば、コントローラ２にバージョン１．１のプリンタドライバプログラム１１Ａが記憶さ
れることになる。その後、他のＰＣ１Ｂ，１Ｃでプリントジョブの送信が行なわれると、
ＰＣ１Ｂ，１Ｃに対してコントローラ２から応答信号４５が送信される。この際、ＰＣ１
Ｂ，１Ｃのディスプレイに、インストールされているプリンタドライバプログラム１１の
バージョンが古いことを示す警告メッセージが表示されるので、ＰＣ１Ｂ，１Ｃのユーザ
は、インストールされているプリンタドライバプログラム１１が古いバージョンであるこ
と、および最新バージョンのプリンタドライバプログラム１１Ａをインストールする必要
があることを認識することができる。
【００８４】
また、ＰＣ１Ｂ，１Ｃのユーザによるインストール指示が入力されると、コントローラ２
より最新バージョンのプリンタドライバプログラム１１Ａがダウンロードされるので、操
作が容易である。
【００８５】
＜変形例＞
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第２の実施の形態においては、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃにインストールされているプリンタ
ドライバプログラムが、コントローラ２に記憶されているプリンタドライバプログラムよ
りも古い場合には、コントローラ２から応答信号がＰＣに送信されるようにした。この応
答信号を送信するのに代えて、プリンタドライバプログラムを送信するものである。これ
により、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃでは、ユーザに特定の操作を要求することなく、ユーザの
知らない間に、最新のバージョンのプリンタドライバプログラムが自動的にインストール
される。
【００８６】
図１２は、変形例における印刷システムでのプリンタドライバ更新処理の概要を示す図で
ある。図１２を参照して、ＰＣ１Ｂからプリントジョブ３１をコントローラ２へ送信する
（Ｓ１３１）。この際、プリントジョブ３１は、ＰＣ１Ｂにインストールされているプリ
ンタドライバプログラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）を含むヘッダ５２が
付加されて送信される。
【００８７】
コントローラ２では、プリントジョブ３１を受信すると、ヘッダ５２に含まれるプリンタ
ドライバプログラム１１のバージョン情報（バージョン１．０）と、コントローラ２に予
め記憶しているプリンタドライバプログラム１１Ａのバージョン情報（バージョン１．１
）とを比較し、ヘッダ５２に含まれるプリンタドライバプログラム１１のバージョン情報
が古い場合には、予め記憶しているプリンタドライバプログラム１１ＡをＰＣ１Ｂに送信
する（Ｓ１３２）。この際、プリンタドライバプログラム１１Ａには、送信するデータが
プリンタドライバプログラムであることを示すコマンド（download）を含むヘッダ５４が
付加されて送信される。また、ヘッダ５４には、送信されるプリンタドライバプログラム
１１Ａの名称およびバージョン情報を含めるようにしてもよい。
【００８８】
その後、コントローラ２は、Ｓ１３１で受信したプリントジョブに基づいてラスタデータ
であるイメージデータ３５，３６を生成し、プリンタエンジン３に出力する（Ｓ１３３Ａ
，Ｓ１３３Ｂ）。
【００８９】
この変形例においては、図９に示したＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃにおける処理および、図１１
に示したコントローラ２で実行される処理を用いることができる。この際、図９において
は、ステップＳ１１およびステップＳ１２は不用であり、ステップＳ１０においては、受
信されたデータにコマンド（download）を含むヘッダ５４が付加されているか否かが判断
され、そのようなヘッダが付加されている場合にステップＳ１３に進み、そうでない場合
は処理を終了する。また、図１１においては、ステップＳ３３およびステップＳ３４は不
要であり、ステップＳ３５においては、プリンタドライバプログラムに、コマンド（down
load）を含むヘッダ５４が付加されて送信される。
【００９０】
（１）　以上説明した本実施の形態における印刷システムにおいて、ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１
Ｃは情報処理装置であり、コントローラ２はＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃ周辺機器である。
【００９１】
情報処理装置と接続可能な周辺装置で実行される処理プログラムは、
前記周辺装置の記憶手段に記憶されており、
前記情報処理装置から処理プログラムのバージョン情報を受信するステップと、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶されている処理プログラムが古いと判断
した場合に、前記バージョン情報を送信した情報処理装置に対して新しいバージョンの処
理プログラムの送信を要求するステップと、
前記記憶手段に記憶されている処理プログラムを、前記情報処理装置から受信した新しい
バージョンの処理プログラムと置き換えるステップとを含む、処理プログラム。
【００９２】
（２）　情報処理装置と接続可能な周辺装置で実行される処理プログラムであって、
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前記周辺装置の記憶手段には、前記情報処理装置で実行される制御プログラムが記憶され
ており、
前記情報処理装置から制御プログラムのバージョン情報を受信するステップと、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶された制御プログラムのバージョンが古
いと判断した場合に、前記バージョン情報を送信した情報処理装置に対して新しいバージ
ョンの制御プログラムの送信を要求するステップと、
前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記情報処理装置から受信した新しい
バージョンの制御プログラムと置き換えるステップとを含む、処理プログラム。
【００９３】
（３）　情報処理装置と接続可能な周辺装置で実行される処理プログラムであって、
前記周辺装置の記憶手段には、前記情報処理装置で実行される制御プログラムが記憶され
ており、
前記情報処理装置から制御プログラムのバージョン情報を受信するステップと、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶された制御プログラムが新しいと判断し
た場合に、前記バージョン情報が古いことを示す応答信号を送信するステップを含む、処
理プログラム。
【００９４】
（４）　情報処理装置と接続可能な周辺装置で実行される処理プログラムであって、
前記周辺装置の記憶手段には、前記情報処理装置で実行される制御プログラムが記憶され
ており、
前記情報処理装置から制御プログラムのバージョン情報を受信するステップと、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶された制御プログラムが新しいと判断し
た場合に、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを送信するステップとを含む、
処理プログラム。
【００９５】
（５）　情報処理装置と接続可能な周辺装置であって、
前記情報処理装置から受信した実行ジョブを処理するための処理プログラムを記憶する記
憶手段と、
前記情報処理装置から処理プログラムのバージョン情報を受信するバージョン情報受信手
段と、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶されている処理プログラムが古いと判断
した場合に、前記バージョン情報を送信した情報処理装置に対して新しいバージョンの処
理プログラムの送信を要求する送信要求手段と、
前記記憶手段に記憶されている処理プログラムを、前記情報処理装置から受信した新しい
バージョンの処理プログラムと置き換える置換手段とを備えた、周辺装置。
【００９６】
（６）　情報処理装置と接続可能な周辺装置であって、
前記情報処理装置で実行される制御プログラムを記憶する記憶手段と、
前記情報処理装置から制御プログラムのバージョン情報を受信するバージョン情報受信手
段と、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶された制御プログラムが古いと判断した
場合に、前記バージョン情報を送信した情報処理装置に対して新しいバージョンの制御プ
ログラムの送信を要求する送信要求手段と、
前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを、前記情報処理装置から受信した新しい
バージョンの制御プログラムと置き換える置換手段とを備えた、周辺装置。
【００９７】
（７）　情報処理装置と接続可能な周辺装置であって、
前記情報処理装置で実行される制御プログラムを記憶する記憶手段と、
前記情報処理装置から制御プログラムのバージョン情報を受信するバージョン情報受信手
段と、
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前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶された制御プログラムが新しいと判断し
た場合に、前記バージョン情報が古いことを示す応答信号を送信する応答信号送信手段と
を備えた、周辺装置。
【００９８】
（８）　情報処理装置と接続可能な周辺装置であって、
前記情報処理装置で実行される制御プログラムを記憶する記憶手段と、
前記情報処理装置から制御プログラムのバージョン情報を受信するバージョン情報受信手
段と、
前記受信したバージョン情報に基づき、前記記憶された制御プログラムが新しいと判断し
た場合に、前記記憶手段に記憶されている制御プログラムを送信する制御プログラム送信
手段とを備えた、周辺装置。
【００９９】
（９）　（５）～（８）において、画像を形成するための画像形成手段をさらに備え、
前記情報処理装置から受信した実行ジョブを前記画像形成手段で処理可能なデータに変換
する変換手段とをさらに備える。
【０１００】
（１０）　コンピュータにおいて実行され、ネットワークを介して画像形成装置を使用す
るためのプリンタドライバプログラムであって、
当該コンピュータに記憶されている、前記画像形成装置において実行される処理プログラ
ムのバージョン情報を取得するステップと、
取得したバージョン情報を前記画像形成装置へ送信するステップと、
前記画像形成装置からの処理プログラムの送信要求を受信すると、当該コンピュータに記
憶されている処理プログラムを前記画像形成装置へ送信するステップとを含む、プリンタ
ドライバプログラム。
【０１０１】
（１１）　コンピュータにおいて実行され、ネットワークを介して画像形成装置を使用す
るためのプリンタドライバプログラムであって
当該コンピュータに記憶されているプリンタドライバプログラムのバージョン情報を取得
するステップと、
取得したバージョン情報を前記画像形成装置へ送信するステップと、
前記画像形成装置からのプログラム送信要求を受信すると、当該コンピュータに記憶され
ているプリンタドライバプログラムを前記画像形成装置へ送信するステップとを含む、プ
リンタドライバプログラム。
【０１０２】
（１２）　コンピュータにおいて実行され、ネットワークを介して画像形成装置を使用す
るためのプリンタドライバプログラムであって、
当該コンピュータに記憶されているプリンタドライバプログラムのバージョン情報を取得
するステップと、
取得したバージョン情報を前記画像形成装置へ送信するステップと、
前記画像形成装置から前記バージョン情報より新しいバージョンのプログラムが送信され
てくると、当該コンピュータに記憶されているプリンタドライバプログラムを新しいバー
ジョンのプログラムに置き換えるステップとを含む、プリンタドライバプログラム。
【０１０３】
（１３）　（１０）～（１２）において、前記バージョン情報を送信する処理は、プリン
トジョブと一緒に送信される。
【０１０４】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態における印刷システムの全体概要を示すブロック図
である。
【図２】　第１の実施の形態における印刷システムでのラスタライザプログラム更新処理
の概要を示す図である。
【図３】　第１の実施の形態におけるＰＣで実行される処理の流れを示すフローチャート
である。
【図４】　第１の実施の形態におけるコントローラで実行される処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図５】　第２の実施の形態における印刷システムにおける全体概要を示す図である。
【図６】　第２の実施の形態における印刷システムでのプリンタドライバプログラム更新
処理の概要を示す第１の図である。
【図７】　第２の実施の形態における印刷システムでのプリンタドライバプログラム更新
処理の概要を示す第２の図である。
【図８】　第２の実施の形態における印刷システムでのプリンタドライバプログラム更新
処理を実行した後の状態を示す図である。
【図９】　第２の実施の形態におけるＰＣで実行される処理の流れを示すフローチャート
である。
【図１０】　第２の実施の形態におけるＰＣに表示される警告画面の一例を示す図である
。
【図１１】　第２の実施の形態におけるコントローラで実行される処理の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図１２】　第２の実施の形態における変形された印刷システムで実行されるプリンタド
ライバ更新処理の概要を示す図である。
【符号の説明】
ＰＣ１Ａ，１Ｂ，１Ｃ　パーソナルコンピュータ、２　コントローラ
３　プリンタエンジン、５　記録媒体、１０，１０Ａ　ラスタライザプログラム、１１，
１１Ａ　プリンタドライバプログラム。
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